
特定非営利活動法人わ・く・ら

原地区初の生活介護サービス
『わ・く・ら』の啓蒙活動

設立：2018年3月
ミッション：障害福祉サービス事業（生活介護）
活動内容：生活介護事業所わくら運営・啓蒙活動・教養娯楽活動・その他目的を達成するために必要な活動
所在地：沼津市原２４１－１
ホームページ： https://npowakura.jimdofree.com/
TEL/FAX: ０５５－９６８－５００５
メール： wakura2020@ca.thn.ne.jp

団体概要

https://npowakura.jimdofree.com/


動機・背景

沼津市には、障がいがあり常に介護等の支援が必要な方が利用する生活介護施設が不足している。市西部地区は、沼津特別支援学校は
あっても、次の受け皿となる生活介護施設がない。長年、何とかならないかと思い続けてきた。私達が出来ることをしようという思いに
変わり、2018年3月、NPO法人を立ち上げ、2020年4月、生活介護事業所を開所することを決めた。この事業は生活介護施設を必要と
する障がいのある方とその保護者、及び地域住民を対象に生活介護施設への理解を深めてもらい、生活介護事業所わくらの存在を広く周
知することを目的とする。

実施概要

生活介護事業所わくらが、原地区に開所すること、その生活介護事業所わくらの活動を利用希望者や地域住民に伝えるため、「わ・くら
ぶ(全４回）」を開催する。3月に建物が完成したら、施設見学体験会をする。

『わ・くらぶ』
開催日時：5/18(土）・7/20(土）・9/21(土）・11/16(土）10時～12時 会場：原地区センター
内容：利用希望者…ゲームや創作活動、ダンス、カラオケなどで集いの場を提供。

わくらの雰囲気に触れ、不安が少なく利用開始できることをねらう。
利用希望者家族、関係団体…並行して随時説明会を開き、本事業所の活動理念への理解を深める。
地域住民…ボランティアを募り、障がい者との関わりや生活介護事業の必要性を理解する機会にする。また、わくらへの協力を図る。

『わ・くらぶ・わくら見学体験会』スケジュール



『わくら見学体験会』
開催日時：3/22（日）23(月）

10:00～ 11:00～ 13:00～ 14:00～ 15:00～
会場：わくら
内容：完成したわくらを見学・生活体験
参加者：利用希望者とその家族・関係団体・地域住民

毎回、案内チラシを配布



成果指標と結果 (参加延べ人数と わ・くらぶアンケート）

利用希望者家族・・・わ・くらぶ利用希望者参加延べ50名

・娘の対応には色々と大変な部分があるが、スタッフの温かい
心遣いのおかげで、緊張しつつも落ち着いて参加できていた。
・ボランティアの方々の対応もありがたかった。
・回を重ねる度に、本人も少しずつ慣れてきて、わ・くらぶに行
くことをとても楽しみにしていた。

・毎回新しい顔ぶれがあり、ボランティアの方々もいらっしゃる
ので適度な緊張感や刺激があって良いと感じている。

・親と離れ、出来るだけ自分の力で頑張っている様子が見られた。
・わかりやすい合図を用いて一生懸命関わって下さって、本人が
久しぶりに笑顔で反応することができた。

・やはり、人の中で育つんだなぁと改めて実感した。
・こういう施設ができることを望んでいた。
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0%

よくない

0%

どちらとも言えない

わ・くらぶに参加してどう思われましたか？

地域住民(ボランティア）・・・わ・くらぶ参加延べ54名

・今まで小中学校で特別支援のクラスはあったけど、深くかかわ
ったことはなかったので、今日初めて接し方が分かった。

・マカトンサインを教えてもらえたのだが、活かすことが出来
なかったので、次の機会に使ってみたい。

・身ぶり手ぶりでも、会話ができて楽しかった。
・スタッフの雰囲気がいいです。
・障害を持った方達と仲良く接することができ、貴重な経験に
なった。ゲームやダンスなど一緒にできて、とても楽しかった。

・障がいのある方々が、積極的に参加していて、うれしくなった。
・以前から、障がいのある方達と関わって、何かの役に立ちたい
と思っていたので、また、参加したい。

・こういう事業所があると初めて知った。

よかった
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わ・くらぶに参加してどう思われましたか？

施設見学体験会参加者107名



今後の課題

2020年4月から開始する生活介護事業所わくらを軌道に乗せる。

今後の活動予定

自己評価

・わ・くらぶとわくら見学体験会を開催し、障がいのある方や地域の方に、生活介護事業に対する理解を深めてもらうことができた。
・高校生ボランティアなどに、初めて障がいのある方と触れ合う場を提供できた。

わ・くらぶは、当面、わくら利用希望者に限定し、障がいのある方の
休日の活動の場、学生・中高年の方のボランティア体験の場として
行っていくが、わくらの運営に余裕ができたら、利用希望者に限定せ
ず実施できるか考えていきたい。
わくらの拠点ができたので、近隣住民の方との連携をとりながら、
生活介護事業を進めていきたい。

事業効果

地域の方・生活介護事業を必要とする障害のある方とその家族に、
わくらの活動理念を伝えることができた。
多岐にわたるネットワークを築くことができた。（右図）
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